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(57)【要約】
【課題】内視鏡の先端部に発生する気泡を除去できるよ
うにする。
【解決手段】内視鏡１が、内視鏡本体１０と、内視鏡本
体１０の先端から先方へ延びるように設けられた筒状の
フード２０と、を備える。内視鏡本体１０の先端に設け
られたレンズがフード２０の内側に配置され、フード２
０の外周面に開口部２３が形成され、その開口部がフー
ド２０の内周面まで貫通する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡本体と、
　前記内視鏡本体の先端から先方へ延びるように設けられた筒状のフードと、を備え、
　前記内視鏡本体の先端に設けられたレンズが前記フードの内側に配置され、
　前記フードの外周面に開口部が形成され、その開口部が前記フードの内周面まで貫通す
る、
ことを特徴とする内視鏡。
【請求項２】
　前記フードに形成された前記開口部の数が１又は複数である、
ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡。
【請求項３】
　照明光を出射する照明部が前記内視鏡本体の先端であって前記レンズの周囲に設けられ
、前記照明部が前記フードの基端面に対向し、前記フードのうち少なくとも前記照明部に
対向する部位が透明である、
ことを特徴とする請求項１又は２に記載の内視鏡。
【請求項４】
　前記開口部が前記フードの先端面及び基端面において開いていない孔である、
ことを特徴とする請求項１から３の何れか一項に記載の内視鏡。
【請求項５】
　前記開口部が前記フードの先端面及び基端面において開いていない孔であり、
　前記開口部の周方向の位置が前記照明部からずれている、
ことを特徴とする請求項３に記載の内視鏡。
【請求項６】
　前記開口部の内周面に遮光部が形成されている、
ことを特徴とする請求項５に記載の内視鏡。
【請求項７】
　前記開口部が前記フードの先端において開いた切欠きである、
ことを特徴とする請求項１から３の何れか一項に記載の内視鏡。
【請求項８】
　前記開口部が前記フードの先端において開いた切欠きであり、
　前記開口部の周方向の位置が前記照明部に一致する、
ことを特徴とする請求項３に記載の内視鏡。
【請求項９】
　前記フードの先端面に遮光部が形成されている、
ことを特徴とする請求項８に記載の内視鏡。
【請求項１０】
　前記開口部が前記フードの先端において開いた切欠きであり、
　前記開口部の周方向の位置が前記照明部からずれている、
ことを特徴とする請求項３に記載の内視鏡。
【請求項１１】
　前記開口部の内面に遮光部が形成されている、
ことを特徴とする請求項１０に記載の内視鏡。
【請求項１２】
　管状のガイドカテーテルと、
　請求項１から１１の何れか一項に記載の内視鏡と、を備え、
　前記フードを先にして前記内視鏡本体が前記ガイドカテーテルに挿入され、前記内視鏡
本体と前記ガイドカテーテルとの間に供給された液体が前記ガイドカテーテルの先端から
噴出される、
ことを特徴とする内視鏡システム。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡及び内視鏡システムに関し、特に、内視鏡が挿入される管に液体が供
給される際に内視鏡の先端部に発生する気泡を除去する技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　管腔及び管路等の内部を観察・診断するために、内視鏡が広く利用されている。内視鏡
の先端部の近傍の視認性を向上させるため、内視鏡の先端部に液体を供給することがある
（例えば、特許文献１，２参照）。
【０００３】
　特許文献１に記載の技術は、円筒を斜めに切断した形状のフードを内視鏡の先端部に設
け、フードの先端を血管の内壁に接触することによってフード内を密閉し、内視鏡に設け
られたチャネルを通じて透明な生理食塩水をフード内に供給するものである。透明な生理
食塩水がフード内に充填されるので、内視鏡によって血管の内壁を観察することができる
。
【０００４】
　特許文献２に記載の技術は、管状のシースの先端部に透明なカバー部材を設け、そのカ
バー部材にノズルを形成し、内視鏡をシースに挿入して、内視鏡とシースの間の隙間に洗
浄水を供給して、ノズルから洗浄水を噴出させるものである。噴出された洗浄水によって
カバー部材が洗浄されるので、内視鏡先端の先方の視界が開ける。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１１－８７８５９号公報
【特許文献２】特開平７－２７５１８５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、内視鏡の先端部に気泡が発生し、その気泡によって視認性が低下することが
ある。
　そこで、本発明が解決しようとする課題は、内視鏡の先端部に発生する気泡を除去でき
るようにすることである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　以上の課題を解決するための請求項１に係る発明は、内視鏡本体と、前記内視鏡本体の
先端から先方へ延びるように設けられた筒状のフードと、を備え、前記内視鏡本体の先端
に設けられたレンズが前記フードの内側に配置され、前記フードの外周面に開口部が形成
され、その開口部が前記フードの内周面まで貫通することを特徴とする内視鏡である。
【０００８】
　請求項２に係る発明は、前記フードに形成された前記開口部の数が１又は複数であるこ
とを特徴とする請求項１に記載の内視鏡である。
【０００９】
　請求項３に係る発明は、照明光を出射する照明部が前記内視鏡本体の先端であって前記
レンズの周囲に設けられ、前記照明部が前記フードの基端面に対向し、前記フードのうち
少なくとも前記照明部に対向する部位が透明であることを特徴とする請求項１又は２に記
載の内視鏡である。
【００１０】
　請求項４に係る発明は、前記開口部が前記フードの先端面及び基端面において開いてい
ない孔であることを特徴とする請求項１から３の何れか一項に記載の内視鏡である。
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【００１１】
　請求項５に係る発明は、前記開口部が前記フードの先端面及び基端面において開いてい
ない孔であり、前記開口部の周方向の位置が前記照明部からずれていることを特徴とする
請求項３に記載の内視鏡である。
【００１２】
　請求項６に係る発明は、前記開口部の内周面に遮光部が形成されていることを特徴とす
る請求項５に記載の内視鏡である。
【００１３】
　請求項７に係る発明は、前記開口部が前記フードの先端において開いた切欠きであるこ
とを特徴とする請求項１から３の何れか一項に記載の内視鏡である。
【００１４】
　請求項８に係る発明は、前記開口部が前記フードの先端において開いた切欠きであり、
前記開口部の周方向の位置が前記照明部に一致することを特徴とする請求項３に記載の内
視鏡である。
【００１５】
　請求項９に係る発明は、前記フードの先端面に遮光部が形成されていることを特徴とす
る請求項８に記載の内視鏡である。
【００１６】
　請求項１０に係る発明は、前記開口部が前記フードの先端において開いた切欠きであり
、前記開口部の周方向の位置が前記照明部からずれていることを特徴とする請求項３に記
載の内視鏡である。
【００１７】
　請求項１１に係る発明は、前記開口部の内面に遮光部が形成されていることを特徴とす
る請求項１０に記載の内視鏡である。
【００１８】
　請求項１２に係る発明は、管状のガイドカテーテルと、請求項１から１１の何れか一項
に記載の内視鏡と、を備え、前記フードを先にして前記内視鏡本体が前記ガイドカテーテ
ルに挿入され、前記内視鏡本体と前記ガイドカテーテルとの間に供給された液体が前記ガ
イドカテーテルの先端から噴出されることを特徴とする内視鏡システムである。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、内視鏡本体及びフードの外から内視鏡本体の先端及びフードやその周
辺に液体が供給されると、フードの先端開口から開口部に向かう又はその逆の流れが発生
し、フード内の気泡を除去することができる。レンズの前に気泡が無いので、レンズの前
の視界が開けて、視認性が向上する。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の第１施形態に係る内視鏡システムの構成図である。
【図２】同実施形態に係る内視鏡の使用状態を示した断面図である。
【図３】同実施形態に係る内視鏡の先端部に設けられるフードの斜視図である。
【図４】同実施形態に係る内視鏡の先端部に設けられるフードの斜視図である。
【図５】同実施形態に係る内視鏡の先端部に設けられるフードの斜視図である。
【図６】本発明の第２実施形態に係る内視鏡の使用状態を示した断面図である。
【図７】同実施形態に係る内視鏡の先端部の斜視図である。
【図８】同実施形態に係る内視鏡の先端部の斜視図である。
【図９】同実施形態に係る内視鏡の先端部の斜視図である。
【図１０】変形例に係る内視鏡の先端部の正面図である。
【図１１】変形例に係る内視鏡の先端部の正面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
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　以下に、本発明を実施するための形態について図面を用いて説明する。但し、以下に述
べる実施形態には、本発明を実施するために技術的に好ましい種々の限定が付されている
。そのため、本発明の技術的範囲を以下の実施形態及び図示例に限定するものではない。
【００２２】
〔第１の実施の形態〕
　図１は、内視鏡システムを示した側面図である。図２は、この内視鏡システムの使用時
における内視鏡１の先端側の部位を示した断面図である。図１及び図２に示すように、こ
の内視鏡１は、ガイドカテーテル２と組み合わせて用いられる。ガイドカテーテル２は、
可撓性の管材であって、内視鏡１を目的の観察部位まで誘導する。ガイドカテーテル２の
基端がヘモステイシスバルブ３のアウトレットポート３ａに接続され、ヘモステイシスバ
ルブ３の第一インレットポート３ｂがチューブ４を介してシリンジ等の送水器５に連結さ
れる。内視鏡１は、ヘモステイシスバルブ３の第二インレットポート３ｃ及びアウトレッ
トポート３ａを通じてガイドカテーテル２に挿入される。送水器５によって液体（例えば
、滅菌水、生理食塩水、精製水等）９８がガイドカテーテル２と内視鏡１との間に送水さ
れて、その液体がガイドカテーテル２の先端から噴出される。ここで、内視鏡１とガイド
カテーテル２とヘモステイシスバルブと送水器５を組み合わせたものを内視鏡システムと
いう。
【００２３】
　内視鏡１は、線状に設けられた細径の内視鏡本体１０と、内視鏡本体１０の先端に設け
られた筒状のフード２０と、を有する。
【００２４】
　内視鏡本体１０はファイバースコープである。つまり、図２に示すように、内視鏡本体
１０は、ファイバーバンドル１１等を有し、ファイバーバンドル１１によって像を先端か
ら基端まで伝送するものである。ファイバーバンドル１１は、複数本の光ファイバー（イ
メージングファイバー）を束ねたものである。このファイバーバンドル１１の外周面がチ
ューブ状の内部保護層１３によって被覆され、内部保護層１３の外周面が外部保護層１４
によって被覆されている。レンズ１２が内部保護層１３の先端の開口に嵌め込まれ、その
レンズ１２がホルダー１５によって内部保護層１３及び外部保護層１４に保持されている
。レンズ１２は、内視鏡本体１０の先端の先方の像をファイバーバンドル１１の先端面に
結像するものである。
【００２５】
　内視鏡本体１０の基端に接眼レンズが設けられ、その接眼レンズがファイバーバンドル
１１の基端面に対向し、ファイバーバンドル１１の基端面に形成される像を接眼レンズに
よって拡大して見ることができる。又は、撮像素子及び撮影レンズ等からなる電子カメラ
が内視鏡本体１０の基端に設けられ、ファイバーバンドル１１の基端面に形成される像が
電子カメラによって撮影され、撮影された映像が表示装置に表示される。
【００２６】
　ファイバースコープをビデオスコープに置換してもよい。内視鏡本体１０がビデオスコ
ープである場合、撮像素子及び映像伝送ケーブルがファイバーバンドル１１の代わりに内
部保護層１３の内側に設けられている。撮像素子は、ファイバーバンドル１１の先端面の
位置に設けられて、レンズ１２に対向する。映像信号伝送ケーブルの先端が撮像素子に接
続されて、その映像信号伝送ケーブルが撮像素子から内部保護層１３の基端まで内部保護
層１３の内側に配線されている。
【００２７】
　フード２０が内視鏡本体１０の先端から先方へ延びるように設けられ、フード２０の先
端面２１がフード２０の軸線に対して垂直である。フード２０は内視鏡本体１０の先端の
外周面に沿って筒状に設けられ、フード２０の外径は内視鏡本体１０の外径に等しい。レ
ンズ１２は、フード２０の内側に配置される。
【００２８】
　フード２０の基端が接着剤等によって内視鏡本体１０の先端に固定されている。例えば
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、フード２０の基端面２２が内視鏡本体１０の先端面に接着されている。又は、内部保護
層１３の先端がフード２０の基端の内側に嵌め込まれ、フード２０の基端が内部保護層１
３と外部保護層１４との間に挟まれ、フード２０の基端が内部保護層１３及び外部保護層
１４に接着されている。
【００２９】
　フード２０の弾性率が内視鏡本体１０の弾性率よりも高く、フード２０が内視鏡本体１
０よりも変形しにくい。フード２０は透明材、半透明材又は不透明材からなる。フード２
０の一部が透明で、他の一部が不透明であってもよい。フード２０は樹脂成型品であるこ
とが好ましい。
【００３０】
　フード２０の外周面には１又は複数の開口部２３が形成され、開口部２３がフード２０
の内周面まで貫通する。フード２０の内側に気泡が形成されても、その気泡が開口部２３
を通じてフード２０の外側に排出される。
【００３１】
　ここで、フード２０及び開口部２３の好適な例について詳細に説明する。
　図３は、フード２０の一例を示した斜視図である。図３に示すように、開口部２３はフ
ード２０の先端面２１及び基端面２２において開いていない円孔であり、開口部２３が形
成される位置はフード２０の基端寄りである。開口部２３の数が４であり、これら開口部
２３が周方向に沿って等間隔で配列されている。なお、開口部２３が円孔である場合に、
開口部２３の数が１～３又は５以上であってもよい。
【００３２】
　図４は、フード２０の別の一例を示した斜視図である。図４に示すように、開口部２３
が切欠きであり、より具体的には矩形切欠きである。つまり、開口部２３は、フード２０
の先端面２１で開口して、その先端面２１から基端側へ延びるように設けられている。開
口部２３の数は１である。なお、開口部２３が切欠きである場合に、開口部２３の数が２
以上であり、これら開口部２３が周方向に沿って配列されてもよい（例えば、図５参照）
。
【００３３】
　図４又は図５に示すように、開口部２３がフード２０の基端面２２まで至っていないの
は、フード２０の強度を確保するためである。但し、フード２０が変形しづらい素材から
なる場合には、開口部２３が、フード２０の先端面２１から基端面２２まで至るとともに
先端面２１及び基端面２２の両方において開いたスリットであってもよい。
【００３４】
　開口部２３の形態は、図３に示すような円孔或いは図４又は図５に示すような切欠きに
限るものではない。例えば、開口部２３が、フード２０の先端面２１及び基端面２２にお
いて開いていない長穴、長円孔又は矩形孔であってもよい。何れの場合でも、開口部２３
がフード２０の外周面から内周面に貫通する。
【００３５】
　内視鏡１の使用方法について説明する。
　ガイドカテーテル２の基端をヘモステイシスバルブ３のアウトレットポート３ａに接続
し、ヘモステイシスバルブ３の第一インレットポート３ｂをチューブ４により送水器５に
連結し、フード２０を先にして内視鏡本体１０をヘモステイシスバルブ３の第二インレッ
トポート３ｃに挿入する。内視鏡本体１０を更に挿入して、フード２０の先端面２１をガ
イドカテーテル２の先端まで至らせる。この際、フード２０をガイドカテーテル２の先端
の開口から突き出してもよいし、突き出さなくてもよい。
【００３６】
　続いて、内視鏡本体１０及びフード２０とともにガイドカテーテル２を管腔（例えば、
卵管）９９に挿入し、ガイドカテーテル２の先端を目的の観察位置まで送って、内視鏡本
体１０及びフード２０も目的の観察位置まで誘導する。
【００３７】
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　続いて、送水器５によって液体９８をガイドカテーテル２に注入して、ガイドカテーテ
ル２の先端から液体９８を噴出させ、管腔９９に液体９８を充填する。この際、液体９８
がフード２０の先端開口若しくは開口部２３又はこれらの両方を通ってフード２０の内側
に浸入し、フード２０内の気体が先端開口若しくは開口部２３又はこれらの両方を通って
フード２０の外側に排出される。そのため、フード２０内に気泡が残留せず、レンズ１２
の前を液体９８で充填することができる。
【００３８】
　フード２０が管腔９９又はガイドカテーテル２に対して偏心し、フード２０の外周面が
管腔９９の壁面又はガイドカテーテル２の内周面に接することがある。そうすると、開口
部２３の数が複数であれば、複数の開口部２３のうち何れかが管腔９９又はガイドカテー
テル２によって閉塞されてしまう。しかし、他の開口部２３が閉塞されていないので、フ
ード２０内の気泡を確実に排出することができる。
【００３９】
　続いて、内視鏡本体１０によって管腔９９の内側を観察・診断する。その際、フード２
０の先端面を被写体（例えば、管腔９９の病変部等）に当てることによって、レンズ１２
から被写体まで一定の距離を確保し、被写体にピントの合った像を得ることができる。こ
こで、管腔９９の病変部とは、例えば管腔９９の狭窄している箇所、管腔９９の内壁に生
じた腫瘤、管腔９９の内壁から突出した部位等である。
【００４０】
　管腔９９の観察・診断が終了したら、内視鏡本体１０及びフード２０とともにガイドカ
テーテル２を管腔９９から体外へ引き出す。
【００４１】
　本実施形態によれば以下のような効果を奏する。
（１）　フード２０の側面に開口部２３が形成されているから、フード２０の先端開口か
ら開口部２３に向かう又はその逆の流れが発生し、フード２０内の気泡の残留を抑えるこ
とができる。
【００４２】
（２）　フード２０が管腔９９又はガイドカテーテル２に対して偏心しても、複数の開口
部２３のうち何れかによって気泡を排出することができる。
【００４３】
〔第２の実施の形態〕
　図６は、第２実施形態の内視鏡１の使用状態を示した断面図である。本実施形態では、
内視鏡本体１０の先端であってレンズ１２の周囲に照明部１６が設けられており、照明部
１６によって照明光（例えば、可視光）が内視鏡本体１０の先端の先方に発せられる。照
明部１６はライトガイド１７の先端である。そのライトガイド１７が内部保護層１３の外
周面に設けられており、そのライトガイド１７が内視鏡本体１０の基端から先端まで延在
し、外部保護層１４がライトガイド１７の上から内部保護層１３を被覆する。ライトガイ
ド１７の基端が光源（例えば白熱灯、放電灯、半導体発光素子）に対向する。その光源が
点灯すると、光源から発した照明光がライトガイド１７の基端からライトガイド１７の内
部に取り込まれ、ライトガイド１７に取り込まれた照明光がライトガイド１７の先端から
ライトガイド１７の外部に出射する。ライトガイド１７は光ファイバー又は光ファイバー
バンドルである。照明部１６及びライトガイド１７の数が２以上であり、これら照明部１
６及びライトガイド１７が周方向に沿って配列されている。なお、照明部１６及びライト
ガイド１７の数が１でもよい。
【００４４】
　フード２０の基端が内視鏡本体１０の先端に固定されているので、照明部１６がフード
２０の基端面２２に対向する。照明部１６がフード２０の基端面２２に接触してもよい。
【００４５】
　フード２０のうち少なくとも照明部１６に対向する部位が透明であり、照明部１６によ
って発せられた照明光がフード２０の基端面２２に入射して、その光がフード２０から出
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射する。そのため、内視鏡本体１０によって管腔９９の内側を観察・診断する際に、照明
光によって観察部位を照明することができる。ここで、フード２０全体が透明であっても
よい。又は、フード２０が二色成型されたものであり、フード２０のうち照明部１６に対
向する部位が透明であり、照明部１６に対向しない部位が不透明であってもよい。
【００４６】
　ライトガイド１７の先端を発光素子（例えば、ＬＥＤ）に置換してもよい。照明部１６
が発光素子である場合、ライトガイド１７の代わりに配線が外部保護層１４によって被覆
され、その配線が内視鏡本体１０の基端から先端まで延在し、その配線の基端が照明部１
６たる発光素子に接続され、その配線の他端が電源回路等に接続されている。照明部１６
が発光素子の場合でも、照明部１６の数は１又は２以上である。
【００４７】
　なお、内部保護層１３と外部保護層１４が一体となったマルチルーメンチューブを用い
てもよい。マルチルーメンチューブには複数の中空（チャネル）が形成されており、これ
ら中空はマルチルーメンチューブの基端から先端まで貫通する。これら中空のうち１つの
直径が他の直径よりも長く、細い直径の複数の中空がそれよりも太い直径の中空の周囲に
配置されている。そして、ライトガイド１７又はＬＥＤ用の配線が細い中空に挿入され、
ファイバーバンドル１１が太い中空に挿入され、レンズ１２が太い中空の先端側開口に保
持されている。
【００４８】
　ここで、フード２０の好適な例について詳細に説明する。
　図７は、内視鏡本体１０の先端側の部位及びフード２０の一例を示した斜視図である。
図７に示すように、開口部２３がフード２０の先端面２１及び基端面２２で開いていない
場合、つまり開口部２３が円孔、長穴、長円孔又は矩形孔である場合、開口部２３の周方
向の位置が照明部１６からずれている。そのため、フード２０の基端面２２に入射した照
明光が先端面２１まで導光されることが開口部２３によって阻害され難く、その照明光が
フード２０の先端面２１から出射する。
【００４９】
　ここで、開口部２３の内周面から光が出射しないように、開口部２３の内周面に遮光部
２３ａが形成されている。また、フード２０の先端面２１のうち開口部２３の前方の部位
には、遮光部２１ａが形成されており、その先端面２１のうち照明部１６の前方の部位に
は、遮光部が形成されていない。そのため、フード２０の内部に入射した照明光は、フー
ド２０の先端面２１のうち遮光部２１ａと遮光部２１ａの間の部位から出射する。ここで
、図７において、フード２０の先端面２１のうち模様を付した部位から照明光が出射する
。
【００５０】
　なお、図７の例では開口部２３の数が４であるが、開口部２３の数が１～３であっても
よいし、５以上であってもよい。開口部２３の数に関わらず、開口部２３の周方向の位置
が照明部１６からずれている。
【００５１】
　図８は、内視鏡本体１０の先端側の部位及びフード２０の別の一例を示した斜視図であ
る。図８に示すように、開口部２３がフード２０の先端面２１で開いた切欠きである場合
、開口部２３の周方向の位置が照明部１６に一致し、開口部２３が照明部１６の前方にあ
る。そのため、フード２０の内部に入射した照明光は、開口部２３の基端側の内面２３ｃ
から出射する。
【００５２】
　ここで、開口部２３の周方向両側の内面２３ｂから照明光が出射しないように、その内
面２３ｂに遮光部が形成されている。また、フード２０の先端面２１の全体に遮光部２１
ｂが形成されており、フード２０の先端面２１から照明光が出射しないようになっている
。図８において、内面２３ｃに付した模様は、照明光が出射することを表す。
【００５３】
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　図９は、内視鏡本体１０の先端側の部位及びフード２０の別の一例を示した斜視図であ
る。図９に示すように、開口部２３がフード２０の先端面２１で開いた切欠きである場合
、開口部２３の周方向の位置が照明部１６からずれている。そのため、フード２０の基端
面２２に入射した照明光が先端面２１まで導光されることが開口部２３によって阻害され
難く、その照明光がフード２０の先端面２１から出射する。
【００５４】
　ここで、フード２０の先端面２１のうち照明部１６と照明部１６との間の前方の部位に
は、遮光部２１ｃが形成されており、その先端面２１のうち照明部１６の前方の部位には
、遮光部が形成されていない。開口部２３の周方向両側の内面２３ｂに遮光部が形成され
、開口部２３の基端側の内面２３ｃにも、遮光部が形成されている。そのため、フード２
０の内部に入射した照明光は、フード２０の先端面２１のうち遮光部２１ｃと遮光部２１
ｃの間の部位から出射する。ここで、図９において、フード２０の先端面２１のうち模様
を付した部位から照明光が出射する。
【００５５】
　なお、図８及び図９の例では開口部２３の数が１であるが、開口部２３の数が２以上で
あってもよい（図５参照）。開口部２３の数が２以上であっても、図８及び図９を用いた
説明は何れの開口部２３にも適用される。
【００５６】
　図７～図９の何れの場合でも、フード２０が透明材からなり、その屈折率が液体９８の
屈折率よりも高いことが好ましい。そのため、フード２０の基端面２２に入射した光は、
フード２０の内周面及び外周面において全反射して、開口部２３の基端側の内面２３ｃ或
いはフード２０の先端面２１まで導光される。その内面２３ｃや先端面２１はレンズ１２
よりも前方に位置しているので、内面２３ｃ又は先端面２１から出射した光がレンズ１２
に直接する入射することを抑制することができ、いわゆるフレア或いはゴーストの発生を
抑えることができる。
【００５７】
〔変形例〕
　図６～図９に示す例では、フード２０が透明材からなる導光体であった。それに対して
、図１０及び図１１に示すように、照明部１６が透明又は不透明なフード２０の内側に配
置され、照明部１６から発せられた光がフード２０の基端面に直接入射することなく、フ
ード２０の内側に照射されてもよい。ここで、図１０及び図１１は、内視鏡１の先端面の
正面図である。
【００５８】
　照明部１６がフード２０の内側に配置されていれば、フード２０の内側を効率よく照明
することができる。特に、フード２０の先端面を被写体（例えば、管腔９９の病変部等）
に当てた場合に、被写体のうちフード２０の内側の部分を直接照明することができ、内視
鏡本体１０によって被写体の観察を行いやすい。
【００５９】
　図１０に示す例では、複数の照明部１６が半円弧に沿って配列され、その半円弧の中心
がレンズ１２及びファイバーバンドル１１の中心からずれて配置されている。一方、図１
１に示す例では、複数の照明部１６が円に沿って配列され、その円の中心がレンズ１２及
びファイバーバンドル１１の中心に重なっている。
【００６０】
　なお、フード２０の直径が内視鏡本体１０の直径よりも短く、照明部１６がフード２０
の外側に配置されていてもよい。
【符号の説明】
【００６１】
　１　内視鏡
　２　ガイドカテーテル
　１０　内視鏡本体
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　１２　レンズ
　１６　照明部
　２０　フード
　２３　開口部
　９８　液体

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】



(12) JP 2015-267 A 2015.1.5

【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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